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●遅刻をしないよう規則正しい生活を！ 

 朝８時４５分までに HR 教室に入れず、遅刻した場合は、

玄関前で遅刻届カードを発行しています。この場合、「朝の読書」

には出席できません。８時５５分以降に遅刻して登校した場合

は、連絡の有無にかかわらず、登校したらすぐに生徒指導室ま

で遅刻届カードを取りに来てください。その後、授業前に各教

科担当の先生方に遅刻届カードを提出し、遅刻カードに必ず

サインをもらってください。さらに放課後、担任の先生にカー

ドを提出して帰って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆夏夏夏到到到来来来！！！！！！   
夏服販売も終了し、１学年も夏服へ衣替えとなりました。

それに伴い、半袖シャツを着用することができます。学校指定

のベストについては、年間を通しての着用が認められています。

少し肌寒く感じる時にはベストを着用するなど、上手に体温調

節を行ってください。 

 

●「生徒手帳」１９ページの服装規定をもう一度読み直して、

正しい夏服で登校してください。 

 

○長袖シャツを着用する場合は、ネクタイ・リボンを必ず

着用し、長袖シャツのスソはズボンやスカートの中に入

れ、外に出さない。 

 
○半袖シャツを着用する場合は、ネクタイ・リボンがなくて
も OK、シャツの裾を出していても OK、ズボンの裾をまく
り上げない。 

 

服装規定を守り、制服を正しく着用しよう！！ 

 それが一番、素敵な着こなし方ですよ。 

   

 

特に、3 年生は、後輩たちに良い見本となってもらいた

いと思います。また、自分たちの大切な進路決定の時期を

迎えています。受験に行く時、面接に行く時、まず服装を

整えるはず・・・ 今の服装でいけますか？ 服装だけで

なく、何でも日々の積み重ねが、自分の進路につながって

いくのです。 

 

★２ヶ月が経ちます 
新しい学年になり、２ヶ月が経とうとしています。１年

生のみなさん、いろいろな中学校からやってきた新しいク

ラスメイトや電車通学にも慣れてきたころでしょうか。そ

ろそろ気持ちが緩んでしまうこともあるかも知れません

が、思い描いていた高校生活ができているか、たまには振

り返って軌道修正をしましょう。２・３年生のみなさん、

普通科はクラス替えがありましたが新しいクラスには慣

れましたか？いくつかの仲良しグループができているで

しょうか。仲良しばかりで楽しく過ごすのもいいですが、

グループを固めてしまうともったいない！クラス替えが

なかった人も、今まであまり話をしたことがない人がいる

はずです。いろいろな人と話をして、新しい一面を知りま 

しょう。実はとても気が合った！！ 

という人が見つかるかもしれません。

クラスのだれとでも仲良くできれ

ば学校生活の楽しさも倍増です。 

           さあ！今日だれに話しかけますか。 

  

 

◆身だしなみの警告指導について 
化粧をしている･スカートが短い･ネクタイ･リボンを

していない生徒はいませんか？ 
きちんとした身だしなみができていない生徒は、警告書が

渡されます。警告書が渡された際の手順は以下の通りです。 

 

 

① 化粧をしている生徒には、警告書(黄色)が渡されます。 

 

② 遅刻カードと同じように、授業の最初に教科担当から

サインをもらってください。身だしなみが整っていな

ければサインはもらえません。 

 

③ 警告書をもらった生徒は、帰りのＳＨＲ後、生徒指導

室に警告書を持っていってください。 

 

 

※朝、正門前で警告書をもらわなかった場合も、授業で化

粧をしている生徒は、教科担当から警告書が渡されます。 

※帰りのＳＨＲ時に、担任の先生に警告書を確認してもら

ってください。教科担当の先生にサインをもらいに行く

のを忘れた場合は、指導が入ります。 

※授業が課題の時は、担任の先生にサインをもらってくだ

さい。 

 

すべての時間のサインがそろっていない場合(最後に警告書

を提出するのを忘れた場合も含む)、指導の対象となります。     

 

朝、正門前で指導されなかった生徒も授業中に身だしな

みが整っていなければ意味がありません。授業中も同様に

教科の先生から警告書を渡します。その場合も同じように

①から③の手順に従って身だしなみを整えてください。 

～★遅刻３カ条★～ 

①遅刻者は授業前に必ず担当の先生に遅刻カードを渡す！ 

②遅刻の回数は毎月カウントされます。 

   ③１ヶ月間の遅刻回数が５回を超えると遅刻指導の対象者に 

     なるので注意すること。 


